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筋力と日常生活活動 山﨑裕司・津田泰路 331（3）
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　歩行開始 長田悠路 521（5）
　上肢運動 藤澤祐基・岡島康友 527（5）
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集中治療領域におけるサルコペニア・フレイル 

 中西信人 678（6）
回復期リハビリテーション病棟におけるサルコペニ
ア・フレイル 井上達朗 683（6）
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人工関節置換術後の軟部組織への考慮
　人工股関節 
　 小林弘幸・村上純一・三輪智輝・

　  我妻浩二・小島政廣・岩本　航 798（7）
　人工膝関節 池野祐太郎 807（7）
人工関節置換術後の患者満足度
　人工股関節 神戸晃男 813（7）
　人工膝関節 
　 池田　崇・神原雅典・井上拓保・

　  石原　剛 818（7）
住まいとくらし―理学療法士の環境づくり
脳卒中患者の住まいとくらし―軽度者と中重度者 

 桑山浩明 886（8）
高齢者二人暮らしの住まいとくらし―通所リハビリ
テーションを通して 佐藤博之 896（8）

脊髄損傷者の住まいとくらし 延本尚也 905（8）
障害児の住まいとくらし 中村信夫 914（8）
福祉用具・住宅改修と理学療法士の役割 

 白銀　暁・太田智之 923（8）
高齢者・障害者の住まいと地域づくり 

 城岡秀彦 930（8）
運動イメージ―科学的根拠に基づく臨床実践をめざし
て
運動イメージと理学療法 菅田陽怜 1004（9）
運動イメージ能力の客観的評価法 

 森内剛史・西　啓太 1010（9）
運動イメージ能力の加齢による変化 

 野嶌一平・矢口　憲 1017（9）
運動イメージの発達特性 

 儀間裕貴・浅野大喜・信迫悟志 1024（9）
運動イメージにかかわる脳内機構 

 酒井克也 1032（9）
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運動イメージと脊髄機能 
 文野住文・鈴木俊明 1039（9）
運動イメージと電気刺激療法の併用による脳卒中患者
への治療アプローチ 
 髙橋容子・川上途行 1046（9）
運動イメージを利用した歩行トレーニング 

 北地　雄・原島宏明・宮野佐年 1053（9）
子どもの成長・発達を支える理学療法
子どもの成長・発達に寄与する理学療法に必要なこと 

 新田　收 1134（10）
子どもの運動・動作の発達とその特徴 

 吉田伊津美 1140（10）
子どものこころと言葉の発達とその特徴 

 小関俊祐・杉山智風 1146（10）
障害児の成長・発達に関する医療・福祉制度 

 又村あおい 1151（10）
低出生体重児のディベロップメンタルケアと理学療法 

 藤本智久 1158（10）
子どもの呼吸ケアと成長・発達支援 

 横山美佐子 1164（10）
医療的ケアが必要な子どもの訪問理学療法 

 齋藤大地 1172（10）
児童発達支援・放課後等デイサービスにおける子ども
の発達支援 久保田麻紀 1177（10）
学校保健，特別支援教育における子どもの成長・発達
支援と理学療法 竹田智之 1184（10）

回復期リハビリテーション病棟　これからの役割と戦
略
回復期リハビリテーション病棟の変遷とこれからの役
割 村永信吾 1268（11）
回復期リハビリテーション病棟におけるチームビル
ディング 後藤伸介 1274（11）
歩行自立に向けた多職種連携の取り組み 

 星野高志・小口和代・伊藤正典・
　  田中元規・宗像沙千子・池内　健・
　  野原　聡・西　明子 1281（11）
回復期リハビリテーション病棟における活動性向上の
ための工夫 福江　亮 1290（11）
回復期リハビリテーション病棟における栄養管理とリ
ハビリテーションの連携 高芝　潤 1299（11）
回復期リハビリテーション病棟における心臓リハビリ
テーション連携 山本智史・遠藤宗幹 1305（11）

回復期リハビリテーション病棟におけるロボティクス
およびテクノエイドセンターの役割 
 佐藤義文 1311（11）

回復期リハビリテーション病棟での就労支援と自動車
運転再開に向けた取り組みと課題 
 廣澤全紀・山川諒太 1317（11）
脊椎圧迫骨折に対する理学療法の工夫
〔エディトリアル〕脊椎圧迫骨折に対する理学療法の
工夫 古谷英孝 1392（12）
脊椎圧迫骨折の疾患概要と疫学 木村鷹介 1394（12）
脊椎圧迫骨折後の臥床期における理学療法の工夫 

 森川大貴・石田和宏・宮城島一史 1403（12）
脊椎圧迫骨折後の離床期における理学療法の工夫 

 岡安　健 1413（12）
脊椎圧迫骨折後の回復期における理学療法の工夫 

 中村　学 1422（12）
脊椎圧迫骨折術後の理学療法の工夫
　BKP術後 葉　清規 1429（12）
　外傷性後彎症術後 大坂祐樹 1436（12）
続発性骨折を予防するための理学療法の工夫―ホーム
エクササイズの指導 西田直弥 1444（12）

［Close‒up］ 

メカノセラピー―メカノバイオロジーと理学療法
物理的外力のコントロール―メカノバイオロジー・メ
カノセラピーと理学療法 小川　令 79（1）
メカノセラピーと理学療法 望月　久 84（1）
メカニカルストレスの影響 

 森山英樹・井上翔太・脇本祥夫・
　  髙村大祐 90（1）
自律神経
自律神経の知識が理学療法士に必要な理由 

 鈴木郁子・鈴木　慶・大森啓之・
　  湯口　聡 213（2）
非侵襲的刺激と自律神経 

 岡真一郎・山口智史 218（2）
運動療法と自律神経 

 加藤倫卓・髙木大輔・中野　渉・
　  高橋哲也 222（2）
痙縮
痙縮 正門由久 336（3）
ウィメンズヘルス 産前産後
妊産婦の身体変化とリスク管理 吉田志朗 450（4）
産前女性への理学療法アプローチ 

 須永康代 455（4）
産後女性への理学療法アプローチ 

 平元奈津子 459（4）
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立ち振る舞いのスキルを磨く
素適なコミュニケーション―折衷案を導けるか 

 江田麻裕子 562（5）
怒りのコントロール―アンガーマネジメントを中心と
して 大矢　薫 566（5）
アドバンス・ケア・プランニング 

 角田ますみ 569（5）
身体内滑走
骨の滑走―肩甲骨の動きについて 

 斉藤　嵩・宮本　亮・湯田智久 692（6）
筋・腱の滑走 川口雄一・山﨑　敦 696（6）
神経の滑走 

 河端将司・宮武和馬・宮田　徹 702（6）
脳卒中の装具療法
長下肢装具と運動療法 辻本直秀 826（7）
回復期以降の装具療法 田代耕一 831（7）
上肢装具の適用 竹林　崇 836（7）
急性期の退院支援―理学療法士だからこそのかかわり
退院支援に生かす動作・移動能力の予測 

 岩﨑寛之・井上真秀・藤野雄次・
　  高橋秀寿 938（8）
高齢症例の退院支援―家族の介護力の評価 

 宮田千華・森下誠也 942（8）
再発・増悪・転倒の予防と退院前指導 

 松木良介 946（8）
神経筋疾患 update―症例に学ぶ
神経筋疾患の疼痛へのアプローチ 

 篠原佑太・石川愛子・川上途行・
　  小杉志都子 1064（9）
神経筋疾患の呼吸へのアプローチ―侵襲的人工呼吸療
法管理の筋萎縮性側索硬化症患者における側臥位で
のmechanical insufflation︱exsufflation実施例 
 芝﨑伸彦 1069（9）
神経筋疾患への歩行アプローチ 古関一則 1075（9）
心不全パンデミック
心不全パンデミック 網谷英介 1192（10）
心不全パンデミックと理学療法 櫻田弘治 1198（10）
心不全パンデミックと訪問理学療法 

 大浦啓輔 1204（10）
MCID
MCIDとは何か 宇田和晃 1328（11）
脳血管障害と機能評価指標におけるMCID 

 熊谷謙一 1334（11）
回復期リハビリテーション病棟における運動器疾患と
脳血管疾患のMCIDの比較 中口拓真 1338（11）

取り組もう　末梢性顔面神経麻痺
末梢性顔面神経麻痺の診断と治療 

 古川孝俊 1456（12）
末梢性顔面神経麻痺に対する実践的理学療法 

 森嶋直人 1463（12）

［連載］ 

画像評価―何を読み取る？　どう活かす？
 1．一次性変形性股関節症 川端悠士 1（1）
 2．二次性変形性股関節症 川端悠士 139（2）
 3．人工股関節全置換術 川端悠士 265（3）
 4．変形性膝関節症―典型的な内側型 
　 森口晃一 377（4）

 5．変形性膝関節症―膝蓋大腿関節 
　 森口晃一 489（5）

 6．人工膝関節全置換術 森田　伸 615（6）
 7．肺炎 有薗信一・片岡健介 751（7）
 8．慢性閉塞性肺疾患 
　 有薗信一・片岡健介 877（8）

 9．間質性肺炎（特発性肺線維症） 
　 有薗信一・片岡健介 991（9）

 10．慢性心不全―軽症～中等症 
　 西原浩真・岩田健太郎 1123（10）

 11．急性心不全 西原浩真・岩田健太郎 1255（11）
 12．集中治療室におけるモニタリング 
　 西原浩真・岩田健太郎 1379（12）

理学療法のスタート―こうやってみよう，こう考えて
いこう
 1  ．「もうすぐ理学療法士，どうしよう？」「もうすぐ

2年目！ 早いなあ」でも大丈夫／体に触れるよ　
動きましょう「合わせてともに」―介助・評価の

　　コツ 永冨史子 100（1）
 2  ．問診は難しい⁉　問題点や治療のヒントへ迫ろ
う／理学療法士の現実的目標と患者さんの希望の

　　ギャップ 永冨史子 234（2）
 3  ．さわる・みる・つたえる―理学療法士の仕事／
うまくいかない経験もリアルなのです

　　 永冨史子 348（3）
 4  ．動作介助は介助量が多いつもりで―起居動作能
力評価と練習／「立ちましょう」という前に立てる
のか？　歩けるのか？　歩いて戻れるのか？

　　 植野　拓 468（4）
 5  ．評価の技術を活かすために―準備と検査の段取
りの組み方／評価の技術を活かすために―説明・
姿勢変換・運動のタイミングのコツ
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　　 植野　拓 582（5）
 6  ．タイムマネジメントの混乱―段取りや時間の使
い方／勉強しても足りない・アドバイスをまとめ

　　きれない 長谷川真人 718（6）
 7  ．プログラムへどう活かすか？　―生活歴・社会
背景情報／老いていることと病んでいることを理

　　解しよう 長谷川真人 841（7）
 8  ．質問・相談をためらわないで―答えに気づきや
解決法が／ネット検索だけじゃない疑問解決の方

　　法 岩﨑武史 953（8）
 9  ．先輩理学療法士から学ぶお喋り・説明・指示タ
イミングのテクニック／「大丈夫」，「がんばりま
す」―患者さんの遠慮や疲労に配慮するには

　　 岩﨑武史 1082（9）
 10 ．日常カルテ記載のポイント／自分が休む際の
「申し送り」，どう書けば？

　　 多々良大輔・森　千裕 1209（10）
 11 ．現実的な目標を立てるために行う情報整理のポ
イント／患者さんの暮らしや文化―理学療法士世

　　代とのギャップ 三宅貴志 1342（11）
 12 ．モチベーションへの支援／共感とは？　ラポー
　　ルの構築とは？ 三宅貴志 1469（12）
スポーツ外傷・障害の予防
 1．前十字靱帯損傷
　　 小柳磨毅・杉山恭二 97（1）
 2．鼠径部痛
　　 松田直樹・山本晃永・服部幹彦 231（2）
 3．シンスプリント 中宿伸哉 346（3）
 4．足関節内反捻挫 岡戸敦男 465（4）
 5．腰椎分離症 高橋　塁 579（5）
 6．ジャンパー膝 佐保泰明・大桃結花 716（6）

［臨床実習サブノート］ 

診療参加型臨床実習―「ただ見ているだけ」にならな
いように！
 10．集中治療室 西原浩真 105（1）
 11．通所リハビリテーション（デイケア） 

 松永　玄・井上靖悟・辻川将弘・
　  近藤国嗣 238（2）
 12．在宅 阿部将之 353（3）
退院後から振り返るゴール設定―推論を事実と照合し
て学ぶ
 1．臨床実習におけるゴール設定を考える
　　 金谷さとみ 723（6）
 2．職場復帰　歩行自立

　　 河﨑由美子・木原幸太・宮崎光泰 846（7）
 3．職場復帰　車椅子自立―胸髄損傷者
　　 井上靖悟・辻川将弘 960（8）
 4．在宅復帰　歩行自立 那須高志 1088（9）
 5．在宅復帰　歩行自立 村中　晃 1216（10）
 6．在宅復帰　車椅子自立 二瓶健司 1350（11）
 7．在宅復帰　車椅子 髙原　剛 1474（12）

［私のターニングポイント］ 

 24．心の中にあった課題 山本理恵子 96（1）
 25．本物に触れる 中島　遼 229（2）
 26．環境と仲間に感謝 磯あすか 352（3）
 27．サービス業としての理学療法 
　 稲持裕太 478（4）

 28．自分と理学療法士としての成長の重なり 
　 池田耕二 578（5）

 29．つなぐ，つなげる，つながるための受け皿にな
　　るために 小谷伊織 715（6）
 30．積み重ねの先にあったターニングポイント 
　 田坂厚志 840（7）

 31．出会いと別れ 宮沢規章 952（8）
 32．「本当にやりたいこと」を大切に 
　 島田雅史 1087（9）

 33．成長し続け，次世代を盛り上げる
　　 大西健太 1208（10）
 34．日々の無力感と焦燥感の先に 
　 小口和弘 1341（11）

 35．他分野の研究者との出会い 
　 西川裕一 1495（12）

［My Current Favorite］ 

 1．デジタルヘルスと遠隔リハビリテーション 
　 高橋哲也 464（4）

 2．ロボットを活かして広げる理学療法 
　 増田知子 575（5）

 3．障がい者スポーツ 塚田鉄平 726（6）
 4  ．運動方法の違いが骨格筋に及ぼす生化学的影響
　　―予防理学療法 白谷智子 853（7）
 5  ．人と組織の可能性を最大化するための「組織行
　　動論」 江草典政 959（8）
 6．アプリケーションによる情報収集とタスク管理 
　 庄司　寛 1093（9）

 7．メタバース⊠リハビリテーション 
　 山本周平 1223（10）

 8．農業にかかわるなかで再考した「食の重要性」 
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　 粂原由梨 1347（11）
 9．スポーツ選手に生じる協調運動障害「イップス」 
　 青山敏之 1480（12）

［原著］ 

主観的伸張感で実施時間を設定した静的ストレッチン
グの有効性―ランダム化クロスオーバー試験による
検討

  清野浩希・小林雄也・伊牟田真樹・
　  仲島佑紀 587（5）
歩行動作の時間的・空間的パラメータと膝関節の力学
的負荷，加速度関連指標との相互関係 
 松田友秋・新保千尋・加藤　浩 1357（11）

［報告］ 

慢性閉塞性肺疾患患者に対する外来呼吸リハビリテー
ションの有用性―2年以上の継続が及ぼす影響 
 仙石敬史・佐藤直樹・佐野裕子 113（1）
荷重位での股関節内転可動域運動は人工股関節全置換
術例の自覚的脚長差を即時的に改善させるか？―ラ
ンダム化クロスオーバーデザインを用いた検討 
 川端悠士・木村光浩 119（1）
痙直型脳性麻痺患者における Trunk Impairment 

Scaleと日常生活活動との関係―利き足，非利き足
を配慮した静的座位バランスの検証 
 楠本泰士・高木健志・加藤愛理・

　  松田雅弘・新田　收 243（2）
少年野球選手の肩関節可動域の経時的変化―縦断研究 

 桑原基宏・竹中裕人・水谷仁一・
　  後藤　慎・伊藤岳史・岩堀裕介 358（3）
臨床および教育現場で実践されているウィメンズヘル
ス理学療法の実態 
 渡邉観世子・屋嘉比章紘・久保　晃 595（5）

パーキンソン病とその関連疾患における日本語版
Characterizing Freezing of Gait Questionnaireの尺
度特性の検討 
 近藤夕騎・望月　久・滝澤玲花・
　  吉田純一朗・鈴木一平・加藤太郎・
　  板東杏太・西田大輔・水野勝広 603（5）
人工膝関節置換術後の患者満足度向上に向けた取り組
みの効果検証 
 岡　智大・今井亮太・山本洋輔・

　  和田　治 727（6）
超音波画像診断装置を用いた肩峰下における大結節通
過時の肩甲上腕関節角度の検討 

 為沢一弘・小野志操・佐々木拓馬・
　  永井教生 733（6）
急性期脳卒中片麻痺患者において体幹機能は麻痺側上
肢の使用頻度に影響を及ぼす 
 内海裕也・高瀬広詩・田上友希・
　  小倉理代・松﨑和仁 967（8）
超音波画像を用いた末梢動脈疾患における下肢骨格筋
の組成と 6分間歩行距離との関連 
 湯口　聡・越智裕介・相方由香理・

　  井手迫光弘・前田紫乃・旭　竜馬・
　  榊　聡子・谷口将人 1095（9）
女子ジュニアスポーツ選手の片脚ドロップジャンプ着
地後のバランス能力と下腿・足部傷害の関係 
 貴志真也・藤原健太・木村侑史 1225（10）

地域在住高齢者における緊急事態宣言後のロコモ 25，
抑うつ状態の変化 
 今岡真和・中村美砂・田崎史江・
　  中尾英俊・今井亮太・肥田光正・
　  武田雅俊 1231（10）
臨床実習指導における2：1モデルの成否に対し実習生
同士の関係性が及ぼす影響―スクリプト化された協
同を用いた指導方法の実践報告 
 髙木武蔵 1365（11）
透析患者の転倒危険因子に着目した運動機能と注意機
能の特徴 
 柿原稔永・田中　聡・積山和加子・

　  島谷康司・長谷川正哉・高田　裕・
　  大林弘明 1481（12）

［症例報告］ 

X線検査から腰部脊柱管狭窄症が疑われた絞扼性伏在
神経障害患者 
 窪　浩治・横井　孝・田中誠也・
　  鈴木啓介・高見修治 126（1）
急性心筋梗塞を発症した Becker型筋ジストロフィー
患者における体重免荷トレッドミルの有効性 
 山守健太・島添裕史・藤島慎一郎 250（2）

骨転移キャンサーボードと疼痛回避動作指導により
ADLが拡大できた乳癌脊椎多発転移性骨腫瘍の 1
例 深田　亮・赤坂朋代・古矢丈雄・

　  田口奈津子・渡辺未歩・藤澤陽子・
　  金　勤東・竹内弥彦・村田　淳 255（2）
外傷性肩関節後方不安定症に対する後方Bankart修復
術後のリハビリテーション 
 辰田明紀・平本真知子・松井知之・
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　  東　善一・小林靖典・三木茂樹・
　  宮崎哲哉・横田祥吾・畑林大貴・
　  岩崎一真・古川龍平・森原　徹 364（3）
著明なすくみ足を認めるパーキンソン病患者に対する
臨床推論の実践 福本悠樹・鈴木俊明 473（4）
予期不安をもつパーキンソン病患者のすくみ足に対す
る認知行動療法と運動療法を組み合わせた介入効果 
―ケーススタディ 
 太田経介・中城雄一・森若文雄・

　  萬井太規 738（6）
終末期原発不明がんの若年成人男性に対する理学療法
の経験 
 薄井さとみ・水落和也・山増正樹・

　  結城　士・渡邉知美 855（7）
長下肢装具による介入に難渋し，恐怖心に配慮したチ
ルトテーブルによる介入への変更が，座位バランス
戦略の改善に奏効した左前大脳動脈塞栓症の 1症例 
 森　公佑・髙田　勇・冨田昌夫・

　  遠松哲志・和田陽介・辻村　享 861（7）
精神心理学的評価が左腓骨遠位端骨折保存療法後の複
合性局所疼痛症候群の遷延する疼痛の訴えに有効で
あった理学療法の経験 
 上山　淳・佐藤浩之・佐藤文哉・

　  平野弘之 973（8）
重症新型コロナウイルス感染症肺炎の回復期理学療法
においてベッド上での下肢エルゴメーターによる運
動療法と深吸気練習が有効であった 1例 
 佐々木順一・武部晃平・徳安宏和・

　  木下香織・田邊翔太・秦　公平 979（8）
理学療法と適切なフットウェア使用が有効であった多
発性糖尿病性足潰瘍の 1例 
 平井　勝・大熊克信・渡邉亜紀・

　  宮田聡子 1103（9）
縫工筋と内側広筋間における伏在神経膝蓋下枝の絞扼
性神経障害が疑われた 1症例―超音波診断装置を用
いた病態解釈 吉井太希・赤羽根良和 1109（9）
大動脈弁狭窄症手術待機患者に対して運動・栄養療法
を実践した 1例―術前の身体機能改善をめざして 
 大西悠太朗・白土健吾・横手　翼・

　  奥野将太・井上慎太郎・西村天利・
　  古川正一郎・内田孝之 1239（10）

［紹介］ 

モンゴルにおける青年海外協力隊としての活動と今後
の課題 竹内寛貴・濵田光佑 480（4）

感染症（ポリオ）と物理医学ならびに理学療法技術の発
展 姫野吉徳 867（7）
令和 2年 7月豪雨における熊本 JRATの初動対応 

 田中康則・三宮克彦・佐藤　亮・
　  田代桂一 1489（12）

［ひろば］ 

教育への挑戦‼―第二の人生に向けて 
 神戸晃男 371（3）
理学療法士に求められる哲学・倫理学とは 

 中村壮大・奈良　勲 479（4）
童話から学ぶ倫理感覚 奈良　勲 483（4）
言語学と理学療法（学・士） 

 奈良　勲・山本大誠 1115（9）
理学療法学者の存在意義 

 奈良　勲・山本大誠・吉井智晴 1371（11）
対象者と共同的に理学療法を展開するためにマイクロ
アグレッションを自覚する 
 喜多一馬・楠田菜緒子 1373（11）
理学療法士の特性を問う 

 中村壮大・奈良　勲 1493（12）
映画「MINAMATA―ミナマタ―」 

 山下雅代 1494（12）

［臨床のコツ・私の裏ワザ］ 

深層外旋筋から考える股関節屈曲可動域制限の捉え方
のコツ 辻川勇次・清水正一 744（6）
ドローインにおける腹横筋の収縮効率向上のためのコ
ツ 有吉　悠 984（8）
肩こりに関係する筋肉に対するセルフケアのコツ 

 上田泰久 1116（9）
松葉杖歩行の指導におけるコツ―グリップ把持から良
姿勢へ誘導するポイント 清水正一 1244（10）

［新型コロナウイルス感染症―現場からの報告］ 

レッドゾーン内でのリハビリテーション科スタッフ活
動の工夫と臨床教育 
 萬代陽介・米川知宏・村上清司 870（7）
メンタルヘルスの観点からみる当院の COVID︱19リ
ハビリテーションチームの特徴―安心で安全な取り
組みとは

  村岡法彦・及川　欧・髙橋佑弥・
　  内藤幸輝・美馬愛子・呂　隆徳・
　  大田哲生 1247（10）
広島中央リハビリテーション病院におけるスタッフ配
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置の工夫 藤谷友介 1496（12）

［追悼］ 

山田英司先生を偲んで 福井　勉 95（1）

［特別座談会］ 

社会の変化に応じた理学療法教育―立法・行政からみ
た現状と期待 
 小川克巳・内山　靖・金谷さとみ・
　  藤澤宏幸・大西秀明・村永信吾・
　  永冨史子・網本　和・堀本ゆかり 707（6）

［文献抄録］ 

小児
Duchenne型筋ジストロフィーにおける筋力強化運動
の安全性，実現可能性，有効性 
 春山幸志郎 132（1）
地域
マオリ族の居住者がいる家での転倒事故を防ぐための
住宅改修（MHIPI）―無作為化比較試験 
 澤　龍一 132（1）
運動器
Start Back Screening Toolにより層別化された急性
腰痛患者の転帰―無作為化試験の二次分析 
 秦　綾花 133（1）

ウィメンズヘルス
The Pelvic Girdle Questionnaire―女性の妊娠関連の
骨盤痛，腰痛，またはその両方における反応性と最
小重要差 波平萌子 133（1）

［書評］ 

上杉雅之（監修）長倉裕二，岩瀬弘明（編集）「イラスト

でわかる義肢療法」／「イラストでわかる装具療法」 
 吉尾雅春 345（3）
中山恭秀（編集）「3日間で行う理学療法臨床評価プラ
ンニング　改訂第 2版」 網本　和 561（5）

安倍浩之，中川法一（編集）「インソールマニュアル 
―姿勢と歩行を快適にする運動連鎖アプローチ　第
2版」 鈴木重行 577（5）

柏木哲夫（著）「老いを育む」 鷲田清一 691（6）
一般社団法人 日本リハビリテーション医学教育推進
機構，公益社団法人 日本リハビリテーション医学
会（監修）久保俊一，吉村芳弘（総編集）角田　亘，百
崎　良（編）「リハビリテーション医学・医療におけ
る栄養管理テキスト」 山田　実 825（7）

斎藤和夫，飯塚照史，下田信明（編）秋山洋輔（編集協
力）「動画で学ぼう PT・OTのためのハンドセラ
ピィ［Web付録付］」 網本　和 958（8）

安保雅博（監修）原　寛美，髙橋忠志（編集）「エビデン
スに基づくボツリヌス治療―上肢・下肢痙縮に対す
るリハビリテーションの最適化のために」

  松田雅弘 1081（9）
奥田憲一，松田雅弘，三浦利彦（責任編集）「15レク
チャーシリーズ　理学療法テキスト　小児理学療法
学」 田中弘志 1215（10）
石井直方（監修）渡邊裕也（著）「下肢と体幹の筋がよく
わかる基礎ノート」 山田　実 1327（11）

紀伊克昌（監修）金子断行（著）「近代ボバース概念によ
る正常発達分析―脳性まひの治療示唆」

  大槻利夫 1349（11）
「『作業療法ジャーナル』56巻 8号（2022年増刊号）こん
なときどうする？　運動器の作業療法ナビ」

  沖田　実 1455（12）
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